
 

 

 

 

２０２２年６月１２日（日） ＠新座総合技術高校 ９：３０ＫＯ 

 

Ｕ１８リーグ第６節 vs 星野高校 

    

前半 ０－１  ２１分失点 

   後半 ２－１  ５３分佐伯（食物調理科）７４分内柴（食物調理科）８０分失点 

   合計 ２－２  

 

 

リーグ戦も折り返しの第６節。星野高校との試合でした。 

今週は、攻撃のトレーニングに時間を割き、準備を進めた。背後を取ることを全員で意識することを

目指した。背後を第一に考え、そのために配給側のやるべきことと、受けて側のやるべきことを整理し

た。 

試合は、前半に失点して追いかける展開。ただ、今週トレーニングしてきたことが表現できた前半。

後半に入り、狙い通り裏に抜け出して同点。その後、前線を２トップに変更して、前からの圧力を高め

て奪う位置が高くなる。良いボール奪取からサイドを突破して、同点ゴール。良いゲーム運びができ、

あとは試合を締めるだけ。しかし、後半アディショナルタイム、相手に裏に抜け出されてしまい失点。

２対２の同点で試合終了。 

前半に失点してから、逆転できたことは間違いなく自分達の力。これまでのトレーニングの成果。し

かし、終了間近に同点に追いつかれてしまったことも自分達の今の力を表している。失点に直結するミ

スはもちろん指摘されるし、仲間から言われることはある。ただ、ミスしたことなんて一番本人がわか

っている。責任も感じている。失点につながってしまった原因は何なのか、他にもできることはなかっ

たのか、を考えることの方が、建設的だし、大事なことである。1人のミスで失点を片付けてしまうこと

は簡単にできる。ただ、サッカーはそんなスポーツではないと私は思っている。失点はいくつものミス

が重なって起こるものである。全員の協力で防ぐことのできるチャンスはいくらでもある。 

試合は８０分間。一つ一つのプレーの積み重ねが８０分間を作る。失点直前のミスだけが失点に繋が

ったわけではない。だから、全てのプレーに丁寧さが必要だし、気持ちのこもったプレーが大事。 

失った勝ち点２を、これからの活動の糧にすること。誰かのせいにしているうちは成長しない。全員

でミスと向き合い、勝負を楽しみましょう。 

 

 

 

 

次の公式戦 

６月１９日(日)  リーグ第７節 vs 豊岡高校           応援宜しくお願い致します。 

新座総合技術高等学校 

サッカー部顧問 松村健 

 ２０２２Vol.９  

 

 

 

 


